
令 和 ７ 年 度 第 ３ 回 函 館 方 面 森 警 察 署 協 議 会 議 事 概 要

１ 開催日時・場所

・ 令和８年３月４日（水）午後１時25分から午後２時50分までの間

・ 函館方面森警察署 会議室

２ 出席者

⑴ 協議会委員 ５名（定員６名）

・ 会 長 髙 橋 恵 子

・ 副 会 長 瀧 澤 静

・ 委 員 根 本 あけみ

・ 委 員 阿 部 裕 紀

・ 委 員 甲 田 祐 康

⑵ 森警察署員 ５名

・ 署 長 嵯 峨 康 成

・ 副 署 長 塩野谷 卓 実

・ 刑生課長 五十嵐 裕 治

・ 地交課長 白 川 祐 毅

・ 警備課長 二本柳 恭 介

３ 協議会会長挨拶

４ 警察署長挨拶

５ 警察活動の概況説明

６ 協議事項

⑴ 令和７年度第２回森警察署協議会における意見への対応結果

【前回協議会における意見】

諮問事項から外れるが、犯罪や交通事故の発生件数について、人口あたりの割合などを

見てみたい。

【対応（副署長 】）

一例として人口1,000人あたりの刑法犯認知件数をお示しすると、当署管内は、全国平均や

全道平均と比べて低い件数となっている状況が分かります。

⑵ 諮問事項「 」悲惨な交通死亡事故ゼロを目指して

・ 令和７年中における交通事故発生状況

・ 交通安全対策とは ほか

【委員】

自分はシートベルトの着用が習慣化しているので、未だに着用していない人がいるのは

信じられない。後部座席で未着用の場合も危険性は変わらないのだろうか。

【警察】

後部座席であっても、シートベルトを着用していない場合は、事故の衝撃で車外へ放り出

されるおそれがありますので、必ず着用いただくようお願いしております。

【委員】

「函館方面５所属合同レッド警戒」の説明があったが、実施前と比べて、事故抑止の効果が



どの程度あったのだろうか。

【警察】

「函館方面５所属合同レッド警戒」は一日限りの取組でしたが、警察では、赤色灯を点灯

させたパトカーによる警ら等を適宜実施しているところです。事故抑止の効果について、

定量的にお示しすることは困難ですが、パトカーの姿を見せることで、実勢速度は抑止され

ております。

【委員】

私の住む地域は高齢化が著しく、運転の様子を見ると不安に感じる高齢者もいるが、地域柄

生活のためには車が手放せないという実情もある。

【警察】

、 。お住まいの自治体により異なりますが 免許の返納に対して補助等が出る場合もあります

また、警察においては、返納に係る相談も受け付けております。

【委員】

駐車場からはみ出して駐車していたり、出発するときにバックしなければならない前向き

駐車をしている人が多いので、事故防止のためには、運転手のマナー等の向上も必要だと

考えている。

【警察】

そうした事故の発生が多い等の危険な場所については、警察においても、管理者へ働きか

けるなど対策を進めてまいります。

【委員】

３月31日で石谷駐在所が廃止となるが、今までどおり、パトロールなどはやってもらえる

のだろうか。

【警察】

石谷駐在所は廃止となりますが、担当業務は警察署所在地交番が責任を持って対応させて

いただきます。パトロールも引き続き実施しますので、御安心ください。

７ 次回協議事項

事務局提案の「災害対策」に決定した。

８ 次回開催予定

令和８年６月頃を予定


